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　平成 29 年に菊池川流域の稲作文化が、米作り、二千年にわた
る大地の記憶　～菊池川流域「今昔『水稲』物語」～　として日
本遺産に認定されました。
　日本遺産とは、文化庁が平成 27 年度に新設した制度で、その
地域の歴史的経緯や , 地域の風土に根ざした世代を超えて受け継
がれている伝承 , 風習などの有形・無形の文化財をパッケージ化
し、一つのストーリーとして認定する制度です。認定後は、積極
的に国内外に打ち出し、観光など地域活性化につなげていくとい
うものです。　
　菊池川流域の装飾古墳は、米文化に関するストーリーを構成す
る文化財のひとつとして取り上げられています。
　認定にあたっては、流域の３市１町、熊本県、国土交通省菊池
川河川事務所に加え、観光、商工、農業、文化財保護などの民間
各団体の参加による、菊池川流域日本遺産協議会（会長：中嶋山
鹿市長）を設立し、活用事業を推進しています。
　菊池川流域の日本遺産を紹介する専用 HP の作成、SNS による
情報発信、流域全体をガイドできる人材育成事業、物産館などで
の米文化に関連する食べ物の販売などを行っています。

菊池市

山鹿市和水町

玉名市

チブサン古墳
オブサン古墳

鍋田横穴群

馬塚古墳

弁慶ヶ穴古墳

袈裟尾高塚古墳

塚坊主古墳

永安寺東古墳・永安寺西古墳大坊古墳

石貫穴観音横穴
石貫ナギノ横穴群

菊池川流域主要装飾古墳分布図
国土地理院発行 20 万分の 1 地勢図「熊本」から編集作成 熊本駅
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１．装飾古墳とは？５．遺跡の保護、活用へ向けて
ー装飾古墳を守り、次世代に伝えるためにー

玉名地域主要古墳、横穴墓分布図

１ 石貫穴観音横穴　　２ 石貫ナギノ横穴群　　３ 大平寺横穴群  　　４ 石貫古城横穴群
５ 富尾浦谷横穴群  　６ 富尾原横穴群　７ 大塚古墳　８ 小塚古墳　９ 冷水横穴群　
10 大坊古墳　11 永安寺東・西古墳　12 馬出古墳　13 小路古墳　14 元玉名横穴群　
15 塔ノ尾横穴群　16 横畠横穴群　17 二俣横穴　18 六反横穴群　19 田代中の塚古墳
20 田代阿弥陀塚古墳　21 宮ノ後古墳　22 赤禿古墳　23 前田古墳　24 真福寺古墳
25 真福寺東古墳　26 城迫間横穴群　27 水尻横穴群　28 京塚遺跡　
29 虚空蔵古墳　30 船山古墳　31 塚坊主古墳　32 長力横穴群　33 北原横穴群　34 松坂横穴群 
35 松坂古墳　36 椿山古墳　37 部田古墳　38 徳丸古墳群　39 山下古墳

石貫ナギノ横穴群
見学状況

大坊古墳温湿度管理

永安寺西古墳温湿度測定
機器メンテナンス

永安寺東古墳石室見学状況

青木磨崖梵字群

熊本地震後の永安寺東古墳石室内と被害確認作業

熊本地震後の
永安寺東古墳視察
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　菊池川流域では、県南部の八代・天草地方で装飾古墳が消滅し
た後の６世紀代になって出現する傾向があります。菊池川下流域
では石貫穴観音横穴、石貫ナギノ横穴群、大坊古墳、永安寺西・
東古墳、菊池川中流域ではチブサン古墳、弁慶ヶ穴古墳など代表
的な装飾古墳が築かれました。石室内部や横穴墓の飾縁に円文、
連続三角文が赤などで鮮やかに描かれているのがこの地域の特徴
です。また、朝鮮半島の百済産と推定される大坊古墳出土の金製
耳飾りや、永安寺東古墳に描かれた船や馬の文様から、朝鮮半島
及び大陸との交流も窺えます。
　 装飾古墳の調査及び保護については、大正時代に浜田耕作・梅
原末治氏によって熊本県下の装飾古墳が調査され、その成果をも
とに、大正６年わが国の考古学史上の大きな画期となった、『肥
後に於ける装飾ある古墳及び横穴』が京都帝国大学がら刊行され
ました。それからしだいに注目を集めるようになり、石貫穴観音
横穴及び石貫ナギノ横穴群は大正 10 年３月に熊本県下のほか
５ヶ所（井寺古墳・千金甲甲古墳・千金甲乙古墳・釡尾古墳・大
村横穴群）の装飾古墳と共に国の史跡に指定されました。それ以
後次々と装飾古墳が指定されるようになりました。玉名市では、
昭和 52 年に大坊古墳、平成 5 年に永安寺東古墳・永安寺西古墳
が国指定史跡となりしました。

　３世紀中ごろから７世紀中ごろ（約 1700 年～ 1300 年前）に
かけて、土を盛り上げた大きなお墓 が全国各地に築かれました。
これを古墳といい、 この時代を古墳時代と呼んでいます。古墳時
代の 終わりごろ（６世紀～７世紀にかけて）には、岩 などの崖
面に穴を掘って遺体を安置する横穴墓が 多く造られるようになり
ました。これら古墳内部 の石室や石棺、横穴墓の壁面などに文様
や絵画が 描かれたり、彫刻されたものを装飾古墳と呼んで いま
す。 　装飾古墳にはさまざまな形態があり、地域ごと で多様な特
色があります。装飾が施されれる場所 は、古墳内に収められる石
棺の表面や内側、石室 の壁面、横穴墓入口の縁や内部の壁面など
です。 文様の種類には、円文や三角文などの幾何学的図 形と、人
物や動植物などの形象的図形があり、赤 色などで鮮やかに彩色さ
れたり、浮き彫りされる など多彩な表現があります。 装飾には、
当時の人々の死生観が表れており、 死者への祈りや邪悪なものの
排除などの想いが込められていると 考えられています。 
　装飾古墳がどうやって発生したのかは定かではありませんが、
石棺に施された直弧文が始まりとされています。それから日本各
地に広がり、それぞれの地で地域色を増しながら個性あふれる装
飾古墳へと拡大発展していきました。
　全国に装飾古墳は 660 基ほど確認されており、分布には地域的
な偏りがあります。最も多く集中しているのが熊本県であり、現
在 196 基が確認され、全国の約 30％を占めています。さらにそ
の熊本県の中でも菊池川流域は多くの装飾古墳が所在し、質・量
ともに全国一の装飾古墳分布地域です。
　熊本県における装飾古墳の発展は、５世紀前半に位置づけられ
る県南部の八代市の古墳から始まり、天草や宇土半島へと分布域
が拡大し、５世紀後半には熊本県北部、さらに６世紀に入ると菊
池川流域に広がりました。時代が下るにつれ装飾の内容も横穴式
石室の奥に設けられた石屋形や横穴墓の飾縁及び内部に彩色され
るなど、バリエーション豊かになっていきます。

　玉名市では装飾古墳を保護するための各種事業を行っていま
す。昭和 52 年度から 53 年度かけては大坊古墳の保存整備工事を
行いました。全国的にも装飾古墳の整備工事が行われる初期の頃
であり、それ以来装飾は保存されています。
　平成 5 年には永安寺東古墳・永安寺西古墳の保存整備工事の準
備をしていましたが、熊本県指定史跡の青木磨崖梵字群の崩落が
進みつつあったため、急遽そちらの保存工事を平成 8 年から 10
年にかけて実施しました。崖面に亀裂が入り、一部崩落しかけた
岩もある状態であったため、亀裂に樹脂を充填し、崖面にアンカー
ボルトを挿入するなど崩落防止の措置を採りました。時代は違う
ものの、石貫ナギノ横穴群と同様の凝灰岩に構築された文化財で
あり、その工法は横穴墓の保存整備工事の参考となりました。再
び永安寺東古墳・永安寺西古墳の保存工事が本格化し、平成 11
年から平成 17 年度にかけて保存整備工事を実施しました。東古
墳は全体を盛土し、壊れいている羨道部分に鉄筋コンクリート造
の見学室を設置する構造で整備しました。西古墳は、残存してい
る墳丘及び石室を、鋼管造のドーム形保護施設で覆う構造としま
した。保護施設の屋根は硬質発泡スチロール、表面は真土と樹脂
を混ぜたモルタル吹き付けとしました。
　装飾古墳の多くは通常非公開ですが、貴重な文化遺産を多くの
人に知ってもらうため、見学会を定期的に行ってきました。
　大坊古墳は、昭和 54 年に整備が終わった以降、日頃は石室を
施錠して管理していますが、定期的に一般公開して石室内と装飾
を見学できるようにしました。主に 10 月の第 3 土日、職員の現
地解説付きで実施し、市内外から多くの見学者が来訪しています。
平成 18 年の秋の公開から整備が終わった永安寺東古墳を加え、
さらに平成 27 年 3 月から石貫ナギノ横穴群と石貫穴観音横穴を
加え、史跡の保護とともに周知、活用を積極的に行っています。
また平成 21 年秋から玉名市以外の和水町、山鹿市などの市町に
も貴重な装飾古墳があることから、時期を合わせて菊池川流域全
体の装飾古墳の一斉公開を始めました。その後熊本市や八代市、
人吉市の装飾古墳熊本県全体に広がり、連携して公開するよう進
めています。



大坊天満宮と後方山中が大坊古墳

大坊古墳位置図

大坊古墳周辺測量図

石貫ナギノ横穴群 6 号墓実測図

石貫ナギノ横穴群 6 号墓

石貫ナギノ横穴群 8 号墓内部

石貫ナギノ横穴群

石貫ナギノ横穴群 8 号墓実測図

石貫ナギノ横穴群 44 ～ 46 号墓

石貫ナギノ横穴群 8 号墓

石貫ナギノ横穴群 9 号墓
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２．大坊古墳

 　大坊古墳は、菊池川右岸の玉名平野を望む丘陵の先端に位置し
ており、今から約 1450 年前（6 世紀前半から中ごろ））に造られ
た古墳です。測量図などから全長 40ｍを超える程度の前方後円
墳と考えられています。
　大坊の集落の北側丘陵裾部に大坊天満宮が位置し、その背後に
古墳があります。東西に細長い丘陵部分を利用して築かれ、西側
が前方部、東側が後円部です。後円部には、南に開口する横穴式
石室が設けられています。石室内部は、手前に前室、その奥に玄
室（奥室）があり、複室と呼ばれる構造です。玄室は平たい石を
積み上げて構築されており、中に遺体を安置する石屋形が設けら
れています。石屋形は板状の石を組み合わせて箱状に造られてお
り、奥壁には、赤・黒・青（灰色）などの顔料で連続三角文、円
文が描かれています。
　大正 6 年に京都帝国大学刊行の「肥後に於ける装飾ある古墳及
び横穴」の中で報告され、昭和 34 年に熊本県の史跡に指定され
ました。昭和 38 年には田添夏喜、田邊哲夫両氏と熊本県立玉名
高校の生徒を中心とした発掘調査が実施され、石室内から土器類
のほか、金製の垂飾付耳飾りや、水晶製勾玉をはじめ玉類などの
装身具、鞍金具や鐙、杏葉などの馬具、直刀や鉾などの武器が出
土しました。青磁碗も出土し、古くから開口していたことがわか
りました。
　昭和 48 年、50 年には墳丘を保護するため、コンクリート擁壁
工事が行われました。昭和 52 年に国の史跡に指定され、昭和 52
年～ 54 年に石室を保護するため整備工事が行われました。
　出土品の一部は玉名市立歴史博物館こころピアに展示してあり
ます。


